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「もういくつ寝ると お正月♪・・ 」 月日の経つのは早いものですね！貴単Ｐのこの 1 年はいかがでしたでし

ょうか。寒い日が続きます。皆さまどうぞお元気にて。１年間ありがとうございました。よい年をお迎えください。 
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○ 11/23（木祝）県Ｐ市Ｐ合同「熊本はひとつ 震災復

興 ひのくに大会」に約 3000 人・・・グランメッセと

いう広い会場で、これまでの市Ｐ研究大会とは何かと

異なった研究大会でしたが、いかがでしたでしょうか。   

事前に参加費を支払い、弁当を食べ、単Ｐの実践発

表と指導助言、分科会ごとのアトラクション、何とい

っても人数の多さ、駐車場は広いが道路の大渋滞・・ 

今大会は、平成32年度予定の九Ｐ熊本大会のプレ大

会としての意味もあり、県Ｐとの度重なる準備会を経

ての開催でした。スタッフの方々にとりましても、県

Ｐの方々と親しくなりながら、３年後に向けた様々な

貴重な体験をされたことでしょう。 

  多くのご協力・ご支援をいただく中でできた大会で

した。日本ＰＴＡ全国協議会の東川会長をはじめ九州

各県・市の会長の皆様方も泊りがけで来てくださいま

した。熊本市Ｐも日Ｐ・九Ｐの立派な会員であること

を改めて実感した次第です。ご参加くださいました先

生方を含む会員の皆さま方ありがとうございました。

とりわけ、計画段階から準備･運営･片付けまで携わら

れた市Ｐ教養委員さん方を中心とする皆様、大変お世

話になりました。 

○ 11/19（日）くまもと教育・文化フォーラム（市Ｐ共

催）開催・・・竜南中合唱部の歌声に始まり、向山小

からは総合的な学習の時間の活動について、そして及

川会長による黒髪小ＰＴＡの豊かな活動の発表、遠藤

洋路熊本市教育長のご講演と続きました。 

 美術展への出品（14人、16点）もお世話になりまし

た。次年度もまたどうぞご参加ください。  

（HPに出品写真提示中） 

○ 12/５（火）ふれあい読書中間報告会・・・県Ｐとの

合同開催は今年で３回目です。県内28校の担当の方々

が７グループで情報交換。市ＰからもＣＰ読書プラン

応募校から５校７人が参加されました。日頃は味わえ

ない他郡市との交流を楽しみながら、多くを学ばれた

ことでしょう。 

○ 単Ｐ研助成金申請受付中です・・・ＰＴＡ主催研修会

に１万円を上限とする助成制度です。6/2に送付済みです

が、どうぞお申し込みください。HP掲載中  

～1/19(金)までに 

○ 1/9（火）市Ｐ一斉あいさつ運動・・・新年３学期始業

式朝です。市教委からも教育長様はじめ多くの方々が学校

に出かけてくださいます。先生・地域の皆様方と共に子ど

もたちをお迎えください。 

冬休み中、市教委からの参加者名をお届けします。 

（学校には一覧表を、会長さんには年賀状で） 

○ 2/17（土）会長理事懇談・懇親会・・・昨年度に続き本

年度も、単Ｐ会長さん方にお集まりいただき、次年度につ

ながる情報交換と親睦を深めていただく会です。どうぞご

参加ください。        申込み ～2/5までに 

○ 熊日新聞ｺﾝｸｰﾙ「小中学校PTA新聞の部」・・・熊日・市

Ｐ・県Ｐの三者共催事業です。上位入賞校は日Ｐにも出品

し、一昨年度は隈庄小「くまんしょ」が企画賞を受賞、東

京での式典に臨まれました。   2/1～2/28 熊日へ 

○ 市Ｐロゴマークの募集（再送）です・・・これまで熊

本県Ｐと同じマークでしたが、昨年度の日Ｐ加入を機に

独自のものを作るため広く公募をしています。12 月末の

締め切りでしたが、さらに多くのご応募をいただきたく、

応募期限を延ばしました。      ～1/26までに 

○ ３月末まで！ 熊本地震復興SP(ｻﾎﾟｰﾄ PTA)ﾌﾟﾗﾝ・・・こ

れまでに 31 件、応募校では約 280 万円の助成を加え様々

な行事がなされました。震災からの復興支援を目的として

始まった本事業も、来年３月末をもって終了となります。

今年度中に実施予定の単Ｐは、期限内にご応募くださいま

すようお知らせいたします。 

○ いじめ防止標語募集中です・・・市Ｐでは今年が２回目

の取組みです。昨年は小中１名とそのご家族が東京での授

賞式に臨まれました。学校とご相談の上進められると宜し

いかと存じます。     ～1/15(月)までにご提出を。 

市Ｐ協からの質問等への市教委からの回答（その４） 

５ 学校・家庭・地域社会の連携の推進に関して（情報共有・協力・

連携など） 

・【質問】 印刷物に加え、近年はメール等での情報伝達が進んで

います。一方、地域との連携には相変わら

ず人と紙によるものが多いようです。学

校・地域との連携の効率化についてご見解

をお尋ねします。     →裏面へ 


